
まちだ未来の会 第18回 学習会 

 鶴川図書館が危ない！ 
－お年寄りや子どもたちにとって 

         駅前図書館は遠いー 



色々なデータから 
鶴川図書館を 

分析してみましょう 



2017年度生涯学習に関する市民意識調査（５．図書館についての調査）から 

 8館の中で一番小さい 
  鶴川図書館が 
  利用者数では 
  堂々の4位！ 



各館の利用者の 
 年代傾向 
中央館では男性は30代
がトップで次いで70代。
女性は60代の利用が
トップ、次いで20代。 

金森では、男性は年齢
が高くなるにつれて利
用者が増える。 

鶴川、鶴駅、忠生では、
子育て世代の40代の 
利用が男女ともに多い。 



 図 町田市立図書館のサービスを利用した施設（性・年代別）から鶴川図書館について 

鶴川図書館は 
子育て世代の 
利用が一番多い 



の合計＝55.7％ の合計＝32.9％ 現状或いは充実を望む 再編やむなし 



資料購入費 

＊貸出冊数 
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資料購入費と貸出冊数の推移 (年報「町田の図書館」より） 

冊 ＊貸出冊数:館別貸出冊数の推移(図書・雑誌） 

このグラフは、鶴川図書館の貸出冊数 
減少が駅前図書館開設と同時に 

資料費を大幅削減したことよるところ
が大きいことを示している 

鶴川駅前図書館開館 



鶴川団地と周辺地区再生方針 
～多世代が一緒に住めるまちを目指して～  

(2013年3月に作成）  
(抜粋） 

    



町田市鶴川団地と周辺地区再生方針  
～多世代が一緒に住めるまちを目指して～  

２０１６年３月  
町    田    市  



鶴川図書館は名店街
の中にある＝対象地域
の中心に位置する 



鶴川図書館が
商店会の中に
存続することは 
アクションの3本
柱(方向性）と完
全に一致する 



アクションプランの３本の 柱 
★鶴川団地と周辺地区全体での魅力づくり 
★安心して子育てができる 
★高齢者が楽しく暮らせる に沿って、 

＜多世代が一緒に住めるまち＞を実現するため、現在、
鶴川団地、商店会はURと話し合いを続けています。 
 

鶴川地域住民・商店会は、鶴川図書館がこの三本の柱
に欠かせない存在であると考え、存続を求めています。 


